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１ はじめに 

 大学入試研究委員会では、県内の高校生に対して、

昭和 63 年度入試から共通一次試験、平成 2 年度入試

からは大学入試センター試験に関するアンケートを

毎年実施している。このアンケートの結果を分析し、

数学の指導方法について研究を続けてきた。今回も

昨年度に続き意識調査のアンケートを「数学Ⅰ・数

学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」の科目別に行った。 

今年度の大学入試センター試験は、志願者が

575,967 人（昨年度 563,768 人）で、昨年度と比べて

12,199人増加した。受験率は 95.13％（昨年度 95.22％）

とほぼ昨年度なみであった。 

 受験者数は、「数学Ⅰ・数学Ａ」が 394,557 人（昨

年度 392,479 人）、「数学Ⅱ・数学Ｂ」が 353,836 人

（昨年度 353,423 人）と、どちらも昨年と比べ増加

した。平均点は「数学Ⅰ・数学Ａ」が 61.12 点（昨

年度 55.27 点）、「数学Ⅱ・数学Ｂ」が 52.07 点（昨

年度 47.92 点）であった。（数字は大学入試センター

発表） 

 平均点から見ても「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数

学Ｂ」とも昨年度よりも高得点者が増加した。特に、

「数学Ⅱ・数学 B」は過去 2 年間非常に低い全国平均

点であったが、今年度は平成 26 年度以前のそれに戻

った。「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」ともに、

大問構成に変化はなく、配点についても昨年と同様

である。問題数、分量は昨年並みであり、計算量は

「数学Ⅰ・数学Ａ」でやや増加し、「数学Ⅱ・数学Ｂ」

では大きく減少した。「数学Ⅱ・数学Ｂ」では常用対

数を用いる問題やベクトルと座標の融合など、過去

に見られなかった問題が出題され、変化が感じられ

る。 

 

２ アンケートの概要 

 大学入試研究委員会では、例年、愛媛県内各高校

の協力を得て、現役高校生の実態を調査している。 

アンケートはセンター試験の各設問別に正答、誤

答、無答を記入する問題編と、受験生がセンター試

験を受験しての意識を問うアンケート編の 2 部構成

となっている。今回のアンケートは県内 2170 名の受

験生の協力を得ることができた。また、アンケート

はセンター試験直後に実施していただいた。 

 なお、表中の愛媛県平均点は、アンケートによる

結果であり、全県下の受験生の平均点ではない。 

表１ 平均点比較 

 愛 媛 全 国 

数学 

ⅠＡ 

57.7 (55.2) 61.12 (55.27) 

数学 

ⅡＢ 

45.8 (44.0) 52.07 (47.92) 

（  ）は、前年度の平均点を表す。 

全国平均は大学入試センター発表。 

 

表２ 全国平均点、愛媛県平均点の推移 

数学Ⅰ・Ａ 愛 媛 全 国 差 

H20 71.6 66.3 5.3 

H21 68.0 64.0 4.0 

H22 49.4 49.0 0.4 

H23 70.6 66.0 4.6 

H24 71.0 70.0 1.0 

H25 49.6 51.2 -1.6 

H26 60.6 62.1 -1.5 

H27 60.7 61.3 -0.6 

H28 55.2 55.3 -0.1 

H29 57.7 61.1 -3.4 

 

数学Ⅱ・Ｂ 愛 媛 全 国 差 

H20 51.9 51.0 0.9 

H21 49.3 50.9 -1.6 

H22 55.2 57.1 -1.9 

H23 53.0 52.5 0.5 

H24 48.8 51.2 -2.4 

H25 52.4 55.6 -3.2 

H26 48.1 53.9 -5.8 

H27 34.3 39.3 -5.0 

H28 44.0 47.9 -3.9 

H29 45.8 52.1 -6.3 

 表１は本アンケートによる本県の平均点と大学入

試センターが発表している平均点の比較である。 

結果は、表２のとおりである。昨年度は県内高校

生の平均点は全国平均に近づきつつあるといえたが、

難易度が易化した今回において、その差は大きくな



ってしまった。当分析を通じてその原因を探り、今

後の県内高校生の学力向上へとつなげていきたい。 

３ センター試験の全体的傾向 

 (1) 数学Ⅰ・数学Ａ 

 昨年度に引き続き必須問題 2 題と選択問題 3 題の

構成であり、問題文の誘導が丁寧になされているた

め思考問題の割合が減った。特に必須問題の第 1問、

第 2 問に関しては定番の問題が揃っており、迷わず

解ける。選択問題のうち、第 3 問の場合の数と確率 

では 3 つの集合を扱う内容が目新しく、第 4 問の整

数の性質の出題形式も今までのセンター試験とは異

なるものであったため、得点率が下がっている。必

須問題の易化により、全体としては昨年度よりやや

易化したといえる。 

 

表３ 選択問題をいつ選んだか 

選択した問題

のみを解いた 

選択した問題以外も解いてみて、

自信のある問題を解答した 

83.6％ 16.4％ 

表４ 大問別平均点および得点率 

問題番号 

（配点） 

平均点 

（点） 

得点率 

（％） 

第１問（30） 

数と式 

2 次関数 

17.2 

（19.7） 

57.3 

（65.7） 

第２問（30） 

図形と計量 

データの分析 

21.6 

（22.1） 

72.0 

（73.7） 

第３問（20） 

場合の数と確率 

10.3 

（10.9） 

51.5 

（54.5） 

第４問（20） 

整数の性質 

6.7 

（8.2） 

33.5 

（41.0） 

第５問（20） 

図形の性質 

11.9 

（12.7） 

59.5 

（63.5） 

（ ）は、Benesse 集計の全国平均を表す。 

表５ 選択問題の組合せパターン 

組合せパターン 割合 

第３問と第４問 

（確率＋整数） 
53.2％ 

第３問と第５問 

（確率＋図形） 
30.6％ 

第４問と第５問 

（整数＋図形） 
16.2％ 

第１問 

［１］数と式 

 対称式を用いた基本問題である。何を計算すれば

良いのかが分かりやすく、純粋に誘導に乗ることが

できれば解くことができる。最後の空所ｷｸは前の設

問を解く課程から方針が立ちやすいが、本県高校生

の正解率は 6 割を切っており、差がついた設問であ

った。 

［２］集合と命題 

 必要条件、十分条件および命題の真偽に関する問

題である。与えられた条件がシンプルであり、定義

通りに集合の包含関係を用いて検証できる。落ち着

いて解答できればつまずくことはないが、自己採点

結果からもサの正答率が 36.4％と低く、「または」の

条件の読み取りでミスをした受験生が多くいたと推

察される。 

［３］2 次関数 

 定数項に𝑎4の項が入っており、複雑そうに見える

が、誘導に従って平方完成していくことで複二次式

の処理ができる。また、最後の空所ﾉﾊに関しては定

義域の確認さえできていればたやすく計算できるた

め平易である。 ﾅﾆ ﾇ ﾈ , ﾉ ﾊの正答率がそれぞれ

48.1％,30.7％と低く、また他の設問に比べて無答の

割合が極めて高いことから「頂点のｘ座標の最小値」

という問題文の意図を理解できなかった受験生が多

くいたことが分かる。定数aで表された座標を改めて

2 次関数とみるという読み替えを難しく感じる生徒

が多い。 

 

第２問  

［１］図形と計量 

 正弦定理、余弦定理、三角形の面積といった代表

的な公式を用いる問題である。与えられている 2 辺

の長さに無理数が含まれており、計算が煩雑そうで

はあるが、分母の有理化が必要なｳｴｵの正解率は

80.0％とまずまずである。しかし、面積公式を利用

するｶｷｸｹの正答率は 56.9％と振るわず、最後の設問

ｺｻが 61.0％とあることから、長さＡＤを誘導に乗ら

ず別の解法で求めた生徒がいたこともうかがえる。 

 

［２］データの分析 

 スキージャンプに関する問題である。散布図、ヒ

ストグラム、箱ひげ図の読み取りに関しては正しい

かどうかの判断はしやすい。昨年に引き続き変量の

変換に関する出題があった。定義の深い理解と、変

換後の式が受ける影響を問うため、教科書の発展的

内容まで対策しておくことが望ましい。本県高校生

の正解率もソ,タ,チについては 3 割前後と他の設問



に比べて極めて低く、苦戦した。副教材出版社の多

くが、改訂版として出しているもののなかで変量変

換を扱っており、今後の対策が急務である。 

 

第 3 問「場合の数と確率」 

難易度は昨年よりも難化し、前回に引き続き条件

付き確率が出題された。各設問の正解率で見ると条

件付き確率を問うｸｹ以降で 30％から 40％台へと急落

している。また、内容的には集合の和事象や排反と

いった集合の包含関係を想定させる目新しい出題で

あり、チでは確率の大小関係を問う内容もある。条

件付き確率の定義をしっかりと理解し、運用できる

力が必要である。また、当たり・ハズレの全パター

ン数は少ないため、表や樹形図などを用いて問題文

の示す集合を把握できるようにしたい。 

 

第 4 問 「整数の性質」 

 倍数の判定法、2 進法、約数の個数に関する出題で

あった。選択問題の 3 題中最も得点率の低い結果と

なっている。(3)だけ独立の問題であり、(1)と(2)は

連動しており、(1)の内容を利用することに気づけた

かがポイントである。 (1)および(3)のｼｽは正解率が

高いが、設問ウ以降の正答率が 5 割を切っており、

その後の設問にも影響を与えたと考えられる。倍数

の判定法と約数に関する知識・公式の丸暗記ではな

く、正確で深い理解が問われているため、難度の高

い問題であったといえる。 

 

第 5 問 「図形の性質」 

 三角形を題材として、方べきの定理、ﾒﾈﾗｳｽの定理、

内心の性質など幅広く問われた問題である。昨年同

様取り組みやすく、平均点は選択問題のなかで最も

高かった。設問ｵｶｷ,その後のＡＦの長さを問うｸｹｺ

の正解率は低く、ﾒﾈﾗｳｽの定理を用いることに気づけ

たかどうかで差がついた。後半部分の設問では余弦

定理や三角形の面積公式といった数学Ⅰの「図形と

計量」の内容を用いるなど、図形問題に対する総合

的な出題となっている。新課程になってから「図形

と計量」と「図形の性質」は完全に別問題として出

題されてきたため、今回の出題形式は目新しい。 

 

(2) 数学Ⅱ・数学Ｂ 

 問題構成、設問数は昨年と同じであるが、昨年と

比べ計算量が減少し、特にレベルの高い問題は見ら

れず、全体的に易化した。また、どの大問も丁寧な

誘導がなされており、取り組みやすい設問が多い。

第 1 問では「指数・対数関数」と「図形と方程式」、

第 3 問では「数列」と「指数・対数関数」、第 4 問で

は「ベクトル」と「図形と方程式」など融合問題が

多く登場しているのが今回の特徴の一つである。得

点率はどの大問においても昨年を上回っており、第 4

問と第 5 問を除くと 5 割程度の得点が確保できてい

る。 

 

表４ 選択問題をいつ選んだか 

選択した問題

のみを解いた 

選択した問題以外も解いてみて、

自信のある問題を解答した 

93.6％ 6.4％ 

表５ 大問別平均点および得点率 

問題番号 

（配点） 

平均点 

（点） 

得点率 

（％） 

第１問（30） 

三角関数 

指数・対数関数 

14.3 

（16.1） 

47.7 

（53.7） 

第２問（30） 

微分法・積分法 

15.9 

（17.4） 

53.0 

（58.0） 

第３問（20） 

数列 

9.9 

（10.8） 

49.5 

（54.0） 

第４問（20） 

ベクトル 

6.0 

（7.1） 

30.0 

（35.5） 

第５問（20） 

確率分布と統計的

な推測 

3.8 

（3.8） 

19.0 

（19.0） 

（ ）は、Benesse 集計の全国平均を表す。 

表６ 選択問題の組合せパターン 

組合せパターン 割合 

第３問と第４問 

（数列＋ベクトル） 
94.3％ 

第３問と第５問 

（数列＋確率分布と統計的な推測） 
2.6％ 

第４問と第５問 

（ベクトル＋確率分布と統計的な推測） 
3.0％ 

第１問 

［１］三角関数 

 2 倍角の公式を用いて三角関数の連立方程式を解

いていく問題である。後半は解と係数の関係を利用

することに気づけると容易だが、本県高校生の正解

率はｶｷから大きく下がっており、柔軟な処理ができ

なかった生徒が多いようである。また、ｽｾｿの設問は

問題文からスには「－」が入ることを判断させてい



るのだが、それに気づけなかった生徒も多い。 

［２］指数・対数関数 

 非常に親切な誘導であり、それに従って計算を進

めれば解ける内容である。正答率は設問ﾆﾇﾈで下がっ

てきているが、決して難しい式変形ではないので落

ち着いて解答したい。また、無答の割合が高いこと

から、本県高校生が数式処理の点において課題を抱

えていることが推察できる。最後の設問ヘの正答率

がその前問であるﾋﾌの半分以下であることからも、

底の変換公式による式変形または不慣れな小数計算

でつまづいていることが明らかである。 

 

第２問「微分法・積分法」 

 放物線と 2 つの接線の方程式を求める問題で典型

的な問題である。得点率も 5 割を超えており、総じ

て解きやすい。(2)で∆OPRの面積を求めさせている所

で正答率は下がっている。接線のｙ切片が正となる

条件下で、三角形の位置を正確に把握できるかどう

かがポイントであった。設問ﾉﾊﾋ,フが一つの式の穴

埋めにもかかわらず配点を分けており、特にフに定

数ではなく a を答えさせていることから戸惑った受

験生がいたのではないかと思う。後半の面積計算と、

関数の増減を判定する際には高い計算力が問われ、

そこで差がついたと考えられる。 

 

第３問「数列」 

 昨年までの数年間は、配点の割に計算量が多く、

高度な問題が続いていたが、今年度は易しかった。

(3)において対数をとる場面があるが、計算はシンプ

ルであり正答率の大幅な下落は起きていない。しか

し、𝑈𝑛を求める最後の設問は正答率が 5％と振るわな

かった。𝑡𝑛の形から（等差）×（等比）に気づけなか

った受験生が多かったことと計算ミスが原因として

考えられる。問題文中に手順も示されており、素早

く正確に計算したいところである。その他にも部分

分数に分ける手法や、和の式𝑆𝑛から一般項𝑎𝑛を求め

る方法など、教科書で扱われている代表的な問題に

対する確実な理解が求められる。 

 

第４問「ベクトル」 

 座標平面上の正六角形を題材にした問題である。

座標をもとに成分表示していくことで計算も例年よ

りは楽に行えた。問題の中盤で一次独立性をもとに

した係数決定、後半では垂直な２つのベクトルの内

積が 0 であることを用いる典型的な設問が並ぶ。本

県高校生の得点率は、計算がやや煩雑になる後半で

下がっており、ﾆﾇﾈﾉﾊは 2.9％，ﾋﾌﾍは 6.3％であった。

この大問を最後に解答し、解答途中で時間切れとな

った受験生も多かったかもしれない。また、ここ数

年は「図形と方程式」の分野は単独での出題が無く、

他の分野の大問の中で扱われることが多い。今年は

特にそれが顕著であった。日頃から座標平面を扱う

融合問題に慣れておくことが望ましい。 

 

第５問「統計とコンピュータ」 

 反復試行の確率に関する出題であった。(1)は確率

変数の平均、標準偏差から試行回数と確率を求める

問題である。最初の設問から正答率はかなり低く、

ｷｸｹ以降は正答率 10％台と序盤から計算量が多いた

め苦戦した受験生が多かったようである。(3)におい

ては確率分布と積分法を融合させた問題であり、目

新しいが、基本事項をきちんと押さえていれば対応

できるレベルである。 

 

４ 研究のまとめと今後の課題 

 今年度の出題傾向とアンケート結果から次のこと

が考えられる。 

 

(1) 正確な計算力 

設問ごとに見ると、本県高校生の正答率と Benesse

の全国集計のそれとでは、思考力を問う内容には大

きな差はない。しかし、やや複雑な式変形や数値計

算が必要な設問で大きく差がついている。そのため

日頃の問題演習のなかで、解答方法を吟味・改良し、

数式処理に強くなることが必要である。迅速で正確

な計算ができるためには豊富な演習量も必要である

が、解答中の無駄を省き、効率良く解答を進める技

術を身に付けさせたい。教員が生徒の答案を確認す

る際にも、立式が合っていて、最後の答えが正解で

あれば OK というだけで無く、いかにスマートに処理

できるかを注意深く指導しておく必要があると考え

る。 

 

(2)幅広い基礎学力と様々な出題形式への対応力 

数学Ⅰ＋A での変量の変換、記数法、条件付き確 

率を問う設問は、過去に登場した内容でありながら

も今回の正答率は低い。受験生それぞれが過去問を

しっかりと研究し、普段から幅広く丁寧な学習を心

がけることが必要である。また、数学Ⅱ＋B は今年

度の特徴である融合問題の形式に慣れていくことが

大切である。これらはパターンにはまらない思考力、

つまり多様な学力を見ようとする試みであり、次年



度以降も継続することが予想される。 

平成 29年度大学入試センター試験 アンケート集計

結果 

 

数学Ⅰ・Ａ 

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比べ 

 人数 ％ 

やさしかった 292 13.5 

同じ程度だった 1185 54.6 

むずかしかった 693 31.9 

２ この程度の問題ならば 

 人数 ％ 

教科書中心の授業で十分 839 38.7 

受験準備が必要 1331 61.3 

３ 出題数は 

 人数 ％ 

少なすぎる 28 1.3 

ちょうどよい 1692 78.0 

多すぎる 450 20.7 

４ 出題分量に対して、時間は 

 人数 ％ 

少なすぎる 802 37.0 

ちょうどよい 1245 57.4 

多すぎる 123 5.7 

５ 問題の傾向についてみると 

 人数 ％ 

知識を問う傾向 422 19.4 

考え方を見る傾向 589 27.1 

知識と考え方のバランスが

とれている 
1159 53.4 

６ 解答形式（マークセンス方式）について、その練習は 

 人数 ％ 

しなくてもよい 282 13.0 

少しはしたほうがよい 1392 64.1 

大いにしなければならない 496 22.9 

 

自己採点結果 

第１問 正答(％) 誤答(％) 無答(％) 

ｱｲ 86.6 13.0 0.4 

ｳ 75.3 23.6 1.2 

ｴｵｶ 63.5 35.0 1.4 

ｷｸ 59.6 37.9 2.5 

ｹ 68.0 31.1 0.9 

ｺ 69.1 30.3 0.6 

ｻ 36.4 62.3 1.3 

ｼ 67.2 32.1 0.7 

ｽ 61.1 37.9 1.0 

ｾｿ 95.6 3.7 0.6 

ﾀﾁﾂﾃﾄ 89.0 9.6 1.4 

ﾅﾆﾇﾈ 48.1 38.8 13.2 

ﾉﾊ 30.7 53.8 15.5 

第２問 正答 誤答 無答 

ｱ 93.6 6.0 0.4 

ｲ 89.3 9.6 1.1 

ｳｴｵ 80.0 18.3 1.7 

ｶｷｸｹ 56.9 35.9 7.2 

ｺｻ 61.0 31.9 7.1 

ｼ 95.7 3.8 0.5 

ｽ 95.2 4.5 0.3 

ｾ 94.1 5.7 0.2 

ｿ 23.0 73.7 3.3 

ﾀ 41.1 56.4 2.5 

ﾁ 34.1 62.7 3.2 

ﾂ 81.0 17.4 1.6 

ﾃ 84.2 14.2 1.6 

第３問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 70.9 28.5 0.6 

ｳｴｵ 85.8 13.6 0.6 

ｶｷ 70.1 27.2 2.6 

ｸｹ 41.6 53.1 5.3 

ｺｻｼ 35.2 61.3 3.5 

ｽｾ 39.7 52.5 7.8 

ｿﾀ 41.7 49.5 8.8 

ﾁ 35.2 57.5 7.3 

第４問 正答 誤答 無答 

ｱ 83.6 15.6 0.8 

ｲ 80.2 18.6 1.2 

ｳ 35.9 57.5 6.6 

ｴｵ 33.7 59.6 6.7 

ｶｷ 40.9 49.6 9.5 

ｸｹｺｻ 22.9 60.7 16.4 

ｼｽ 63.4 29.4 7.2 

ｾｿ 35.5 53.9 10.6 

ﾀ 39.0 50.4 10.6 

ﾁﾂ 7.8 74.7 17.5 

第５問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 79.6 19.0 1.4 

ｳｴ 78.3 19.5 2.2 

ｵｶｷ 59.1 33.4 7.6 

ｸｹｺ 39.0 48.8 12.2 

ｻｼ 83.3 10.5 6.3 

ｽｾｿ 58.7 29.7 11.7 

ﾀﾁﾂ 27.0 52.8 20.2 

 



数学Ⅱ・Ｂ 

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比べ 

 人数 ％ 

やさしかった 103 4.7 

同じ程度だった 683 31.5 

むずかしかった 1384 63.8 

２ この程度の問題ならば 

 人数 ％ 

教科書中心の授業で十分 363 16.7 

受験準備が必要 1807 83.3 

３ 出題数は 

 人数 ％ 

少なすぎる 24 1.1 

ちょうどよい 1368 63.0 

多すぎる 778 35.9 

４ 出題分量に対して、時間は 

 人数 ％ 

少なすぎる 1163 53.6 

ちょうどよい 845 38.9 

多すぎる 162 7.5 

５ 問題の傾向についてみると 

 人数 ％ 

知識を問う傾向 226 10.4 

考え方を見る傾向 797 36.7 

知識と考え方のバランスが

とれている 
1147 52.9 

６ 解答形式（マークセンス方式）について、その練習は 

 人数 ％ 

しなくてもよい 263 12.1 

少しはしたほうがよい 1289 59.4 

大いにしなければならない 618 28.5 

 

自己採点結果 

第１問 正答(％) 誤答(％) 無答(％) 

ｱｲｳｴ 64.2 34.5 1.3 

ｵ 77.9 20.5 1.6 

ｶｷ 40.5 51.8 7.7 

ｸｹ 41.9 50.0 8.1 

ｺｻｼ 34.6 52.2 13.2 

ｽｾｿ 29.4 56.4 14.2 

ﾀ 83.0 15.5 1.4 

ﾁﾂ 75.8 22.2 2.0 

ﾃﾄﾅ 59.5 37.0 3.5 

ﾆﾇﾈ 34.9 54.9 10.2 

ﾉﾊ 31.1 53.3 15.7 

ﾋﾌ 33.1 50.5 16.5 

ﾍ 16.5 66.2 17.3 

第２問 正答 誤答 無答 

ｱ 94.2 5.4 0.4 

ｲ 93.1 6.5 0.4 

ｳｴｵ 86.7 12.3 1.0 

ｶｷ 87.3 11.1 1.6 

ｸ 82.5 15.4 2.1 

ｹ 60.0 36.7 3.2 

ｺｻｼｽ 58.3 37.7 4.0 

ｾ 83.1 13.6 3.2 

ｿﾀ 66.3 27.7 6.0 

ﾁﾂﾃ 39.1 49.7 11.2 

ﾄﾅ 44.7 42.0 13.3 

ﾆﾇﾈ 32.6 50.0 17.4 

ﾉﾊﾋ 16.5 59.0 24.4 

ﾌ 21.0 54.1 24.9 

ﾍ 22.2 61.8 15.9 

第３問 正答 誤答 無答 

ｱ 92.9 6.5 0.6 

ｲ 91.3 8.0 0.7 

ｳ 69.4 27.9 2.7 

ｴｵｶｷ 46.4 43.8 9.8 

ｸｹ 43.0 44.7 12.3 

ｺ 46.6 39.1 14.4 

ｻｼ 41.6 42.3 16.1 

ｽｾ 31.8 45.4 22.7 

ｿﾀﾁﾂ 5.3 59.9 34.9 

ﾃﾄﾅ 5.6 59.4 35.0 

第４問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 74.1 24.2 1.7 

ｳ 90.3 8.0 1.7 

ｴｵｶｷ 36.2 57.7 6.1 

ｸｹ 60.2 33.5 6.2 

ｺｻ 29.2 55.7 15.2 

ｼｽ 34.2 49.7 16.2 

ｾｿﾀﾁﾂ 24.8 51.9 23.3 

ﾃﾄﾅ 19.1 52.4 28.5 

ﾆﾇﾈﾉﾊ 2.9 57.3 39.8 

ﾋﾌﾍ 6.3 54.4 39.2 

第５問 正答 誤答 無答 

ｱｲｳ 42.9 48.0 9.2 

ｴｵｶ 39.8 50.0 10.2 

ｷｸｹ 16.3 72.4 11.2 

ｺｻ 13.3 72.4 14.3 

ｼｽ 4.1 78.6 17.3 

ｾｿ 3.1 77.6 19.4 

ﾀﾁﾂ 3.1 76.5 20.4 

ﾃ 19.4 59.2 21.4 


